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愛知県 取組の経緯
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様式

１ 何を達成するか、課題は何か（最重要なものを１つ）
→個別避難計画を1件も作成していない市町村を減らす。

愛知県の個別避難計画策定状況（令和5年1月1日現在）

未作成市町村（１７）の人口規模

２ 達成のために何を実施するのか、実現や解決のために効果的と考えた理由
令和5年1月1日現在の愛知県の個別避難計画策定状況で未作成の市町村は17市町村で

その内約半数が人口規模が5万未満であった。
県は実施主体である市町村の現場の問題点が把握しづらいことから、昨年度も実施し

ている美浜町を支援することで、昨年度の問題の解決や方法や、実施方法のノウハウを
吸収し未実施市町村に還元する。



市町村の取組
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愛知県 様式



市町村の取組
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愛知県 様式



市町村の取組
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愛知県 様式



市町村の取組
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愛知県 様式



令和５年度末時点での課題、結果、今後の方向性愛知県 様式
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愛知県の個別避難計画策定状況（令和5年10月1日現在）

全部作成済 一部作成済 未作成
市町村数 ２ ５０ ２

〇 未作成の１７市町村（１月１日）が２市町（１０月１日）まで減少
〇 モデル事業を実施して見えてきたこと
市町村が何をボトルネックと感じているのかという事の見える化が図れた
（現場が見えにくい県が、市町村の取り組みを確認）
市町村の疑問点へのアドバイス
（国、県内の他市町村等の好事例の提供 ※同じ問題を抱えている市町村は多い）
県、市町村が補完しあうことが重要

〇 私の感じた主な地域のボトルネック
都 市 部 の 問 題 点：避難行動要支援者の顔が見えない

：コミュニティが希薄化
人口が少ない市町村の問題点：避難等支援者も高齢化

〇 来年度以降
未作成市町村の解消を図りつつ、各市町村において可能な限り速やかに

個別避難計画の策定を進めていただく
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